
第12回授業実践研究会【⽣成AI・教育⼯学】趣旨説明

⽣成AIを活⽤した授業づくりへの⽀援

研究部（教育⼯学）齋藤 洋輔
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本校の教育⼯学の取り組み
p 平成 7年度 Internetに接続（128K），⽣徒がWWWを学習活⽤開始。
p 平成11年度 1年⽣「情報（1単位）」を設置。

※教科「情報」が設置される以前からの取り組み。
p 平成15年度 1年⽣「情報A（2単位）」授業開始。
p 平成16年度 校内無線LAN化に向けての端末整備と実験を開始。
p 平成20年度 ⼤学との共同研究に参加。Turning Pointを利⽤した授業実装。
p 令和元年度 校内Wi-Fi環境整備。
p 令和 2年度 1to1プロジェクト開始。
p 令和 7年度 校内Wi-Fi環境更新。ソルクリエイト株式会社との協定締結。
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本校の1to1（1⼈1台PC）プロジェクト
p 令和 2年度から1to1プロジェクトを実施。
p 以下の３点を実現しうる学習環境を整備することを⽬標とする。

・⽣徒が主体的に情報を集め，考え，表現・発信できること
・⽣徒が⾃らの学習履歴をデジタルの形で残せて，⾃らの成⻑を⾃覚しながら

キャリアを築けること
・⽣徒がICT活⽤能⼒や情報に関するモラルを⼗分に育成できること

p 1⼈1台MacBook Airを個⼈購⼊orレンタル契約を
してもらい，本校の教育活動の中で活⽤していく。

p PC活⽤場⾯が少しでも増えるように，教員全体で
授業での積極的な活⽤に取り組む。

p ⽣徒は⾃由にスマホやiPadなどもWi-Fiに接続できる。
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本校の⽣成AIに関わる取り組み（環境づくり）
p 2023年6⽉「Chat GPTの授業活⽤」についての使⽤許諾書（1年⽣）

未成年の1年⽣に対して，探究活動の授業においてChat GPTを使⽤することに
関して，保護者に使⽤許諾を得る（ほぼ全数から回収）

p 2024年1⽉ 教員研修「⽣成AIを活⽤した授業事例」
教員研修で情報科の教員から⽣成AIの授業活⽤の現状について話題提供

p 2024年5⽉「⽣成AIの授業活⽤」についての使⽤許諾書（全学年）
全⽣徒に対して，⽣成AIを授業で活⽤することに関して，保護者に使⽤許諾を
得る。

p 2024年6⽉ 授業実践研究会【⽣成AI・教育⼯学】（オンライン）
教育関係者・本校保護者に向けて，⽣成AIを活⽤した実践事例を発信
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⽣徒の⽣成AIの使⽤状況の経年⽐較
p 2024年6⽉「⽣成AIの使⽤」について，全学年の⽣徒から抽出調査を実施
p 2025年9⽉「⽣成AIの使⽤」について，全学年の⽣徒に対して調査を実施
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Q）⽣成AIを使⽤して学習を進めた
ことがありますか︖

Q）⽣成AIを⽇常の⽣活の中で使⽤した
ことがありますか︖
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⽣徒の⽣成AIの使⽤状況の経年⽐較
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⽣徒の⽣成AIの使⽤の現状（今年度）
Q）⽣成AIをどの教科のどのような場⾯で

使⽤しましたか︖（複数回答可）
Q）⽣成AIツールを利⽤して，どのような
課題やデメリットを感じますか︖

（複数回答可）
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ソルクリエイト株式会社との協定締結
p 2025年6⽉12⽇，教育分野における⽣成AIの

活⽤を共同で推進するための協定書を締結
p ⽬的
探究学習の深化と⾼度化
⽣徒が⾃ら問いを⽴て，AIと共に仮説検証やデータ分析を⾏い，より深い学びと
発⾒を促す。
個別最適な学習環境の実現
AIが学習データを分析し，理解度や興味に応じた最適な教材や課題を提案する。
未来を⽣き抜くICT活⽤スキルの育成
AIを正しく理解し，倫理観を持って効果的に活⽤できる⼒を育む。
教職員の業務効率化の⽀援
AIが教材作成や授業設計を⽀援し、教員が⽣徒と向き合う時間を創出する。
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本校の実践紹介

【公開教育研究⼤会での取り組み】
・2年次「⾔語⽂化」︓伊勢物語を⽣成AIに提案させ，リライトさせ，意図を発表
・2年次「物理基礎」︓物理現象のシミュレーションを⽣成AIを活⽤してコーディ

ング
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p 有料版のGoogleアカウントの契約・Googleアカウントのフル活⽤
・⽣成AIの使⽤制限を緩和
・テストをデジタル返却，AIが学習データを分析し，理解度や興味に応じた
最適な教材や課題を提案

p 第1回「⽣成AIを活⽤した学習⽅法」コンペ
・⽣徒の⽣成AIの活⽤アイデアを収集・⽣徒全体での活⽤・共有

p ⽣成AI（Notebook LM）を活⽤した調査書の蓄積
・過去の調査書をNotebook LMを読ませ，“良い調査書”のエッセンスの蓄積を

【実践X】今後の野望
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⽣成AIを活⽤した授業づくりについて
積極的な意⾒交換をお願いします


